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　　　　　　　　       　　発行日・２００７年３月２１日

発行者・有志稲門会[Ｐ１２５]　 

　　 　　　会長　亀井禧精（昭３７政経）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	Ｐ１２５・創立１２５周年記念祝賀行動“長崎―早稲田大学１２５０キロウォークリレー”

	編集責任者　山口志朗（昭37政経）e-mail:shiro.y@wave.plala.or.jp fax/phone:03-5398-4060
　郵便番号179-0084　東京都練馬区氷川台2-7-27-210

	彼岸前後の安芸路を行く
2月１８日に長崎市を出発した「長崎―早稲田１２５０キロウォークリレー」は、３月２１日山陽道の広島県までの全行程を終了し、岡山県に向かった。長崎スタートから３２日目である。

またウォークリレー参加者は３月１９日現在で２８５人に達した。広島県は東西に長く、抜けるのに９日を要した。瀬戸内沿いに多数の都市が点在しており、九州のような大きなイベントはなかったが、それぞれの地域で活躍する校友の熱烈な歓迎を受けた。広島の皆さんに感謝する。


	





　　　　　
　　　　　　　

広島県から岡山県へ　旗、襷、通行手形は引き継がれていく
　　　　　　　　　　　

３月２４日　　矢掛町　→　総社　
　　　　　　　　　　　　　　２５日　　総社　　→　岡山
　　　　　　　　　　　　　　２６日　　岡山　　→　長船町
　　　　　　　　　　　　　　２７日　　長船町　→　日生
　　　　　　　　　　　　　　２８日　　日生　　→　赤穂
　　　　　　　　　　
―――傷害保険のお知らせ 集合場所にて掛金を預ります
預り額100円/1区間(うち保険掛金50円/1人・1日＋大学へ記念寄付50円*)
保険金額

	死亡・後遺症傷害
	入　院（1日当り）
	通　院（1日当り）

	400万円
	1万円
	5千円

	契約期間　2007年2月18日～5月12日

ただし補償はその日のウォーキング出発から到着までのウォーキング中を対象とします
*大学への寄付は経費を差し引くことなくその全額をもって引き渡すものです


連絡・お問い合わせは　東京・山口志朗が情報センターとなります
（電話/fax03-5398-4060 ・mobile 090-4417-8714）　mail:  shiro.y@wave.plala.or.jp



　　　　　　　　　　　　　　　広島稲門会の歓迎を受ける





広島県支部広島稲門会(長沼毅会長)は、３月１５日夜校友有志２５人を集め、宮島口から到着したウォーク隊一行の歓迎会を開いた。同稲門会は、佐賀、大阪に次いで早い時期に「Ｐ１２５」計画に賛同した支部組織で、５年間にわたり県内校友の組織化を図ってくれた。


歓迎会はメルパルクの小ホールで、肩のこらない雰囲気の中で始まり、ウォーク隊員をねぎらうと共に、隊員各人にスピーチを求めた。


翌１６日もウオーク隊は、広島市ＯＢの案内で、原爆平和記念公園を皮切りに、原爆ドーム、平和祈念聖堂を訪れ、犠牲者の霊に祈りを捧げた。





　　　　　











　ウオークリレー・ドキュメント





　３月１３日；岩国市―宮島口間２２キロ　晴れ


　　　　　　　広島稲門会の中村寛行氏が参加。この地域が故郷の中村氏の案内で旧道を歩く。


１４日；宮島口―広島市２０キロ。晴れ


　　　　　　　完歩を目指す３人組の一人中山翠氏腰痛でこの日は休養。宮島の大鳥居が美しい。


　　　１５日；広島市―熊野町１８キロ　雨


　　　　　　　広島稲門会の池田一成、川崎哲生両氏が参加。原爆関連施設を見た後、冷雨の中


　　　　　　　赤坂峠、串掛林道を経て熊野町に向かう。峠越えの頃から冷雨激しさを増す。か　　


　　　　　　　じかみ震えながら、熊野の訪問先である日本有数の筆工房｢仿古堂｣に到着し、


　　　　　　　校友の社長丹羽宏夫妻の大歓迎を受ける。２階で伝統の筆作り工程を見学、｢名人｣


　　　　　　　の資格を持つ人の匠の技に感動する。


　　　１６日；熊野町―東広島市２５キロ　晴れ


　　　　　　　安芸路の山野は春色たけなわ。鶯、目白など野鳥の囀りを満喫。


　　　１７日；東広島市―竹原市２０キロ　晴れ


　　　　　　　地元の校友石原崇宏氏の案内で戦国時代の隠れ街道を歩く。


　　　１８日；竹原市―三原市１０キロ　晴れ


　　　　　　　地元から校友亀田孝志氏が参加。町並保存された竹原の旧市街地を散策。














　　


　　　　　　


　











Ｐ１２５のホームページをご覧下さい　　� HYPERLINK "http://www.csi-net.jp/p125/index.html" ��http://www.csi-net.jp/p125/index.html�





　　　　　　Googleで「Ｐ１２５ウォークリレー」で検索しても出てきます








尾道市でにぎやかに出発式


　　　　　　　　　　　　校友の名物市長惜しまれながら退任へ





早稲田大学尾道稲門会（宮地康隆会長）は、３月２０日尾道市役所前で校友３０人が集まり、


「長崎―早稲田１２５０キロウォークリレー」の出発式を行い、母校の１２５周年を祝った。


本州に入ってこれだけ本格的な式典が行われたのは初めて。


　この日午前８時半、市役所ロビーは尾道在住の校友、市職員ＯＢらが続々と詰め掛け、時ならぬ賑わいを見せた。同９時、校友の亀田良一市長ら３０人が市役所正面玄関前に整列し、式典が始まった。記念撮影、市長の挨拶に続き、「紺碧の空」のバックミュージックの中で、リーダーの高垣孝久氏が力強い声で「フレーフレーワセダ」と母校とウォーク隊員を激励し、式典を盛り上げた。


朝日、毎日、サンケイ、民放らの取材陣のフラッシュの中、手作りの式を行った尾道校友たちの表情は誇らしげだった。また九州から来たウォーク隊員も、久しぶりの出発式で元気百倍となった。


三期市政を担当してきた亀田市長は、この３月に任期満了となり、この日の市議会で離任のお別れスピーチをすることになっていた。奇しくもその同日にウォークリレー出発式が行われたのである。同９時半、不思議な偶然一致を経験した亀田市長を先頭に、ウォーク隊員は次のリレー地、広島県の西端の町、福山市に向けて出発した。








◆別途企画＝2007年秋の首都圏125キロウォーク実現のために準備中
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